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「一精神安定薬 理化学的性質:この薬物は白色または淡黄色の結晶性
一般名: メダゼパム Medazepam 粉末で無味，無臭である。水にはほとんど溶解せず，融
商品名: レスミット，ノブリウム(各錠，散) 点 100"，，-， 1040Cである。メタ守ゼパムは温度， 湿度変化に
化学構造式: は安定であるが，光によっては変色をともない徐々に分
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薬理作用:メダゼパムの経口投与による LD50 (mg/ 'i
円，
ι/〔):二〉
 
(日本ロッシュ，塩野義)
ι
kg)はマウスで 1070:t108， ラットで 964土31.7， ウサ
ギで 530:t94と報告されており，マワスにおけるジアゼ、
クロールプロマジンやレセノレピンの出現によりトラン
キライザーの時代がはじまって以来，やがて 20年近い
月日が過ぎようとしている。この聞に数多くのトランキ
ライザーが世にあらわれ，クロールプロマジンを代表と
するような“強力なトランキライザー"(major tranqui-
lizer) と，メプロバメート(わが国ではアトラキシン
の商品名が早くから一般に行きわたった)を中心とする
多数の“緩和なトランキライザー"(minor tranqui-
lizer)とに大別された。これらの中から今日何が残って
いるか。とくに minortranquilizerでは何がもっとも
有意義な用いられ方をされ，将来性をももつかといえば 
benzodiazepine誘導体である。 Hoffman La-Roche 
社の研究陣がクローノレジアゼポキサイド(わが国で、はバ
ランスやコントールの名で市販されている〉の向精神薬
としての有用性を発見し，さらにすぐれたトランキライ
ザーであるジアゼパム(わが国における商品名はセJレシ
ン，ハーモニンなど)，また強力な睡眠導入作用をもっニ
トラゼ、パムを開発した。メダゼパムもこれら一連の研究
の途上に見出されたもので，特徴はジアゼパムなどより
筋弛緩作用がすくなくてトランキライザーとしての効果
パムの経口投与による LD50が 720前後であるのに比
しさらに毒性がすくないとみられている。メタゼパムの
ラットの条件反射に対する作用をみると，回避反応抑制
と逃避反応抑制がかなり接近してあらわれ，クロールジ
アゼポキサイドがほとんどの場合回避反応抑制のみを示
す点とことなる。城戸ほか(応用薬理， 4，185"，，-， 193， 
1970)および峰下ほか (ClinicalReport，4，844"，，-，868， 
1970)などの報告を中心にまとめてみると，メダセパム
の鎮静作用，筋弛緩作用はジアゼパムのそれらよりはあ
きらかに弱い。カルジアゾールけいれんに対する拾抗作
用はクロルジアゼ、ポキサイドよりは5虫い。脳波におよぼ
す影響では，海馬の電気刺激による発作発射にはほとん
ど作用せず，扇桃核刺激による発作発射を軽度に抑制す
る。脊髄の反射活動電位への作用はあまりいちじるしく
なく，ことに脊髄動物の単シナプス反射には効果を示さ
ない。なおメダゼパムの鎮痛作用はみとめがたい。循環
器系に対する作用では短時間内に回復する血圧下降作用
がみとめられ，交感神経系に対しては作用がすくなく，
副交感神経系に対しては弱い遮断作用がみとめられる。
吸収および排池:メダゼパムは十二指腸および回腸よ
りすみやかに吸収され，経口投与の場合，血中濃度は 2
時間後に最高に達し，臓器組織内分布では脂肪組織およ
び肝臓に多かったという。脳内分布は血中濃度の約4倍
を示した。排?世される場合は大部分代謝産物として体外
がいちじるしいことである。 に出るとみられている。 受付)7. 29 1.(197
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